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『
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
』
。

　

し
か
し
、
お
め
で
と
う
と
は
素
直
に
は
い
え
な
い
年
で

す
。
日
本
の
敗
戦
（
一
九
四
五
年
）
後
、
最
悪
の
年
と
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
が
、 

私
の
見
方
で
す
。
こ
の
よ
う

な
事
態
を
招
来
し
た
理
由
は
、
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
す
べ
て
『
先
送

り
』
に
し
て
き
た
負
債
（
ツ
ケ
）
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
二
つ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、

私
な
り
の
見
解
、
今
、
必
要
な
こ
と
を
記
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
つ
は
わ
が
国
の
財

政
危
機
、
も
う
一
つ
は
高
齢
者
の
生
活
（
年

金
）
の
問
題
で
す
。

■
財
政
危
機

　

昨
年
一
二
月
、
わ
が
国
の
国
債
格
付
け
は
、

中
国
、 

韓
国
、
台
湾
、
以
下
と
な
り
ま
し
た

（
表
1
）
。「
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
云
々

の
発
言
は
恥
ず
か
し
く
て
で
き
な
い
こ
と
で

す
。

　

理
由
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
財

政
状
況
の
深
刻
さ
で
す
。
昨
年
一
〇
月
の
時

点
で
、
政
府
（
国
・
地
方
自
治
体
・
社
会
保
障

基
金
）
の
債
務
（
借
金
）
は
一
、
一
九
七
兆
円
、

国
民
一
人
あ
た
り
九
四
三
万
円
の

金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
時
、 

債
務
不
履
行
（
破
産
）
の
状
態
に

追
い
込
ま
れ
て
も
不
思
議
で
は
な

い
有
り
様
で
す
。
ど
う
し
て
こ
の

よ
う
な
事
態
に
陥
っ
た
の
か
。

＊　
　
　
　
　

＊

　

戦
後
の
わ
が
国
が
目
指
し
た
も

の
は
、
戦
争
の
な
い
国
（
平
和
国

家
）
と
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
保
障
の
充
実
（
社
会
保
障
国
家
）

で
し
た
。
医
療
費
の
場
合
、
一
九

六
一
年
国
民
皆
保
険
の
実
施
と
と

も
に
急
増
し
ま
し
た
。
田
中
内
閣

に
よ
っ
て
老
人
医
療
無
料
化
の
実

施
さ
れ
た
一
九
七
三
年
の
国
民
医

療
費
は
三
兆
九
、
四
九
六
億
円
と
、 

皆
保
険
実
施
前
一
九

六
〇
年
（
四
、
〇
九
五
億
円
）
の
九
・
六
倍
、
物
価
換
算
で

五
倍
に
激
増
し
ま
し
た
。

　

医
療
費
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
費
の
増
加
を
支
え

た
の
は
、『
高
度
経
済
成
長
』
で
し
た
。
一
九
五
五
年
に
始

ま
り
、
一
九
七
三
年
ま
で
続
い
た
高
度
経
済
成
長
期
と
は
、

「
外
国
か
ら
安
い
原
料
を
輸
入
、
欧
米
先
進
国
で
開
発
さ
れ

た
技
術
を
導
入
し
、
労
働
意
欲
の
旺
盛
な
、
低
賃
金
（
欧

米
の
1
／

10
）
の
労
働
者
が
生
産
に
励
み
、
製
品
を
輸
出
し
、

大
き
な
外
貨
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
」
で
し
た
。
加

え
て
一
ド
ル
三
六
〇
円
で
し
た
。

　

物
価
は
上
昇
し
た
が
、
給
与
は
物
価
の
上
昇
よ
り
も
上

昇
す
る
。
国
民
生
活
は
目
覚
し
く
向
上
し
ま
し
た
（
図
1
）
。

　

し
か
し
、
賃
金
の
上
昇
と
と
も

に
、
武
器
で
あ
っ
た
低
賃
金
の
有

効
性
は
急
速
に
失
わ
れ
、
市
場
は

韓
国
、
中
国
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊　
　
　
　
　

＊

　

一
九
八
〇
年
を
境
と
し
て
、
わ

が
国
の
経
済
は
失
速
し
は
じ
め
ま

し
た
。
高
齢
者
の
増
加
も
始
ま
り

ま
し
た
。
社
会
保
障
を
守
る
た
め

に
は
、
一
九
八
〇
年
は
『
低
負
担
・

高
福
祉
か
ら
高
負
担
・
高
福
祉
へ

切
り
替
え
る
べ
き
年
』
で
し
た
。 

し
か
し
、
わ
が
国
の
政
治
家
・
政

党
は
与
野
党
を
問
わ
ず
「
国
民
に

高
負
担
」
を
求
め
る
こ
と
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
国
民
も
「
低
負
担
・
徴
税
の
公
平

化
の
た
め
の
国
民
背
番
号
の
導
入
反
対
」
の
声
ば
か
り
で

し
た
。
先
進
国
で
国
民
背
番
号
の
な
い
国
は
わ
が
国
だ
け

で
す
。

　

国
の
将
来
を
考
え
な
い
ま
ま
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
政

府
の
債
務
は
急
速
に
増
加
し
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
の
債

務
は
一
九
八
〇
年
の
九
・
三
倍
で
す
（
図
2
）
。
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今
、
必
要
な
こ
と
は
、
増
税
と
緊
縮
財
政
（
歳
出
削
減
）

で
す
。
二
〇
〇
九
年
九
月
民
主
党
政
権
の
発
足
と
と
も
に

開
始
さ
れ
た
不
要
・
無
駄
な
歳
出
抑
制
『
事
業
仕
分
け
』
は

わ
が
国
に
と
っ
て
き
わ
め
て
必
要
度
の
高
い
政
策
で
し
た
。

し
か
し
、
自
民
党
の
復
権
（
二
〇
一
二
年
一

二
月
）
と
と
も
に
霧
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

遺
憾
千
万
な
こ
と
で
し
た
。

■
高
齢
者
の
生
活
／
年
金
問
題

　

一
昨
年
（
二
〇
一
三
年
）
、
わ
が
国
の
高
齢

化
率
は
二
五
・
一
％
の
超
高
齢
社
会
と
な
り

ま
し
た
。
超
高
齢
社
会
（
高
齢
化
率
二
一
％

以
上
）
は
世
界
で
日
本
だ
け
で
す
。
こ
の
人

た
ち
の
暮
ら
し
を
ど
う
維
持
す
る
か
は
大
問

題
で
す
。

　

わ
が
国
の
資
産
の
七
〇
％
は
高
齢
者
が
保

有
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
資
産
家
は

ご
く
一
部
で
す
。
高
齢
者
世
帯
の
五
五
％
は

公
的
年
金
だ
け
が
所
得
で
す
（
図
3
）
。
ま
た
、

年
金
受
給
者
の
七
二
％
の
受
給
額
は
生
活
保

護
以
下
で
す
（
図
4
）
。
加
え
て
、
預
金
利
子

は
ほ
ぼ
「
ゼ
ロ
」
の
時
代
で
す
。
高
齢
者
は
い
ざ
に
備
え
て
、

節
約
で
す
。
消
費
が
高
ま
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
九
六
一
年
、
国
民
皆
保
険
と
と
も
に
、
国
民
皆
年
金

が
実
現
し
ま
し
た
。
当
時
、
「
年
金
一
元
化
」
が
大
き
な

目
標
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
五
十
年
以
上
経
過
し
ま
し

た
が
、
全
く
何
の
進
捗
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
は
、 

国
民
高
負
担
を
避
け
て
き
た
こ
と
と
と
も
に
、
極
貧
国
を

除
け
ば
世
界
で
最
低
ク
ラ
ス
の
年
金
国
の
理
由
で
す
。

＊　
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昨
年
一
二
月
の
総
選
挙
で
自
公
が
大
勝
利
を
お
さ
め
ま

し
た
。
自
公
政
権
は
、
雇
用
の
百
万
人
創
出
を
政
権
二
年

間
の
成
果
と
し
て
主
張
し
ま
し
た
が
、
増
加
の
大
部
分
は

非
正
規
労
働
者
と
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
高
齢
者
の
就
労
で
あ

り
、
自
慢
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
選
挙
を
通
じ
て
、
与
党
、
野
党
と
も
に
、
こ
の
深
刻

な
財
政
問
題
、
年
金
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
の
姿

勢
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
総
選
挙
の
投
票
率

は
六
〇
％
、
ま
ず
半
分
で
す
。
自
公
は
三
二
六
議
席
（
議

席
の
六
九
％
）
で
圧
勝
、
獲
得
投
票
は
五
〇
％
。
国
民
全

体
か
ら
み
る
と
安
倍
政
権
の
支
持
率
は
三
〇
％
、
約
1
／4

で
す
。
椅
子
の
脚
に
し
て
み
れ
ば
四
脚
の
う
ち
一
脚
で
の

政
権
運
営
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
果
敢
な
前
進
策
を

と
る
こ
と
は
無
理
で
す
。
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＊　
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こ
れ
ら
の
事
実
は
、「
平
和
国
家
」
と
と
も
に
、
戦
後
の

わ
が
国
の
二
つ
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
社
会

保
障
国
家
」
の
消
滅
を
意
味
す
る
こ
と
か
と
も
思
い
、
寂

し
い
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
た
新
年
に
な
り
ま
し
た
。
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図 1 高度経済成長と国民生活の向上
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図 4 公的年金・恩給受給者の受給金額（年額,2011年）
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図 3 高齢者世帯の公的年金・恩給の総所得に占める
 割合の比率（2011年）
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――――――――――――――――――――――――――――
 格付け 　　　　　　　　　　　　　 国名・地域
――――――――――――――――――――――――――――
 Aaa 米国，ドイツ，シンガポール，スイス，オランダ，カナダ
  オーストラリア
――――――――――――――――――――――――――――
 Aa1 英国，フランス，香港
――――――――――――――――――――――――――――
 Aa2 クウェート，マカオ，カタール，アラブ首長国連邦（UAE）
――――――――――――――――――――――――――――
 Aa3 中国，韓国，台湾，サウジアラビア
―――――――――――――――――――――――
 A1 日本，オマーン，チェコ，イスラエル
――――――――――――――――――――――
 A2 ポーランド，スロバキア
――――――――――――――――――――――
 A3 マレーシア，マルタ，メキシコ，ペルー
―――――――――――――――――――――――

表 1　国債格付け （ムーディーズ， 2014.12.1）


